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 川崎医療福祉大学 　医療福祉学部 　医療福祉学科 　














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 大 　田 　　　晋
図  「医療福祉」の理念・目標・目的と社会保障制度
．おわりに
今日，全国あちらこちらに「医療福祉」を名称とし
て使った大学が見受けられる．大学の設置認可が，規
制緩和によって以前に比べきわめて容易になったこと，
医療，福祉の分野においては人材が質量ともに不足し
ていること，などの理由により，この分野での大学
の新・増設は，なお続いている．しかし，近年，わが
国の少子化の影響による学生数の減少，景気回復に
伴う一般企業就職希望者の増加，その結果としての
一般大学志望者の増加，医療・福祉系大学への志望
者の減少などにより，医療，福祉分野での学校経営
と運営は年々厳しいものになってきている．現に，
定員割れを起こしている大学や学科も増加している．
しかし一方，医療と福祉の分野ではなお従事者数が
不足しており，今後とも更なる人材養成が求められる．
しかも，数だけでなく質の向上も，これまで以上に求
められてきている．このような状況の中で，医療福祉
を，単に医療と福祉の合体という単純な足し算的発想
で捉えることは，これまでの考え方の延長でしかなく，
ともすれば医療と福祉がばらばらに存在していること
を是認してしまうことにもなりかねない．児童であれ
障害者であれ高齢者であれ，すべての国民が，人とし
て誇りを失うことなく，自分らしい人生を送ることが
できるために，自分の努力を基本にしつつ（自助），
足らないところをみんなで（地域，社会，国家など）
補う（共助あるいは公助）という考え方を理解し，受
け入れるためには，より崇高で明解な理念と目標・
目的（健康で安心できる生活の保障）を明確にし，
同時にその理念と目標・目的を実現させる手段・制
度（社会保障制度）をも包含した新しい概念として
「医療福祉」を位置づけることが必要である．
本論では，政策・制度・法律という側面から，「医
療」と「福祉」の現状と意味を観察し，その流れを
中で「医療福祉」に新しい概念と役割・機能を与え
ることを試みた．今後さらに，さまざまの角度・側
面から「医療福祉とはなにか」を考え，その概念を
より広範で普遍的なものにしていくことが必要であ
る．そのためには，敢えて「医療福祉」と「医療」，
「福祉」は違う概念である（もちろん共通性はある
が）ことを意識し，この「医療福祉」という用語を
さまざまな場面で使い込んでいき，それにより，「医
療福祉」がいっそう磨かれ，わかりやすく，受け入
れられやすい概念となっていくことが期待される．
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